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第１章  

 

はじめに 

 

 日本で遊園地の原型を創ったとされているのは、1853 年（嘉永 6 年）に東京

の浅草でオープンした『花屋敷』である。和風庭園を国産初のジェットコース

ターなどを設置し遊戯化しながら一般に開放したこの遊園地が、近代的な遊園

地の始まりとされる。高度経済成長期であり、いわゆる団塊の世代と呼ばれる

年代が子供の頃には、日本のあちこちに遊園地ができ、活気に満ちていた。 

 しかし、昨今の厳しい不景気にともなって、客足の落ちた遊園地は次々と閉

園に追い込まれている。特に昨年の東京都日野市の『多摩テック』の閉園は、

高度経済成長時代から 48 年間、ゴーカートなどの人気アトラクションを通して

子供と大人に夢を与え続けてきた園だけに、多くの人が別れを惜しんだ。 

 しかしながら、このような時代の荒波にも負けず、閉園を逃れてきた遊園地

もある。その勝因のひとつに広告活動があげられる。昔ならそこにあるだけで

人が集まってきた遊園地だが、近年は集客するために遊園地独特の面白さをア

ピールしなければならない。東京都練馬区にある『としまえん』をはじめ、多

くの遊園地がユニークな広報活動を行っている。 

 本学の近隣にも、少子化と経済不況などの波にのまれ、年間入園者数が最盛

期の 4 分の 1 に減少した遊園地がある。福岡都市圏屈指の観光名所である太宰

府天満宮に隣接している『だざいふ遊園地』である。この遊園地は、1958 年に

開園し、祖父母から幼児までの 3世代にわたって子供に夢を与え続けてきた。 

ところが、福岡市に在住する友人にだざいふ遊園地の存在を訪ねたところ、

知らないと答える人が少なくなかった。半世紀もの長い間、子供達の遊び場に

なってきた一方で、在している福岡県民にもほとんど認知されていないという

事実は、驚くべきものである。 

そこで私は、大学が位置する太宰府市にある幼児向け遊園地『だざいふ遊園

地』をもっと多くの方に利用してもらう術はないか考えた。だざいふ遊園地は

「1 歳からでも遊べる幼児向けの遊園地」であるため、私と同年代の子育てに

日々奮闘する若いママのサポートになるはずである。地域社会の活性化と育児

サポートとは、遊園地とママの両方が満足する企画を提案することで実現可能

である。
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第２章  

 

幼児向け遊園地の現状把握 

 

２.１ 幼児を持つ親へのアンケート調査 

何かを売り出す企画を立案する時、近年最も重要視されているのがマーケ

ティングリサーチである。今回は、「幼児向け遊園地」であるだざいふ遊園地

の利用者に焦点をあて、実際に幼児の子供を持つ親に、幼児向け遊園地の実態

調査としてアンケート調査を行った。（実際に配布したアンケートおよび詳細

データは付録に記載する） 

 

 

� アンケート対象者 

福岡市に在住の 3～5歳の幼児の子供を持つ保護者 

 

� 調査方法 

福岡市にある 13 ヵ所の幼稚園に各 15 枚ずつアンケート用紙を郵送 

 

� 回収結果 

195 枚中 52 枚を回収（回収率 26％） 

 

� アンケートの主な内容 

� 幼児の子供を連れて遊園地へ行く頻度 

� 幼児の子供と遊園地へ行って使っていた金額・望ましい予算 

� 幼児の子供と遊園地へ行くきっかけになったもの・遊園地の情報源 

� 幼児向けの遊園地に求めるも 

� 太宰府のイメージ 

 

� アンケート用紙 

付録『幼児向け遊園地についてのアンケート用紙』に添付 

 

 

 



 

� 調査結果 

1. 調査した世帯の家族の人数と幼児の年齢。

図 1：家族構成

 

2. 週末に子供を遊ばせる場所

図 3：幼児を遊ばせる場所

 

3. 幼児とテーマパーク（観覧車やコースターなどの遊具があるものに

限る）へ出かける頻度

図 4：幼児と遊園地へ行く頻度
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調査した世帯の家族の人数と幼児の年齢。 

   

：家族構成       図 2：幼児の年齢 

週末に子供を遊ばせる場所 

 

幼児を遊ばせる場所 

幼児とテーマパーク（観覧車やコースターなどの遊具があるものに

限る）へ出かける頻度。 

 
幼児と遊園地へ行く頻度 

表 1：週末に遊ぶ場所別の内訳

 外 

1 位 公園 

2 位 自転車 

3 位 買い物 お絵かき

 

 

 

幼児とテーマパーク（観覧車やコースターなどの遊具があるものに

場所別の内訳 

家 

ゲーム 

絵本 

お絵かき 



 

4. 幼児と遊園地へ行った際、一世帯あたりが使っていた金額

（交通費は含まれない）

図 5：遊園地で使用する金額

 

5. 遊園地の入場料金や一日フリーパス券の料金設定は高いと感じるか。

図 6：遊園地の料金設定

 

6. 幼児と遊園地へ行くきっかけとなるものは何か。

図 7：遊園地へ行くきっかけ
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幼児と遊園地へ行った際、一世帯あたりが使っていた金額

（交通費は含まれない） 

 

遊園地で使用する金額 

遊園地の入場料金や一日フリーパス券の料金設定は高いと感じるか。

 

遊園地の料金設定 

幼児と遊園地へ行くきっかけとなるものは何か。 

 

遊園地へ行くきっかけ 

表 2：遊園地で使っていた金額

最高 

最小 

世帯数が多い額 \20,000

平均 

 

＜保護者の声＞ 

・大人料金が高い。 

・一人ではなく家族で行くから高い。

・思いつきでは行けない金額。

・不況だから高く感じる。

幼児と遊園地へ行った際、一世帯あたりが使っていた金額。 

遊園地の入場料金や一日フリーパス券の料金設定は高いと感じるか。 

遊園地で使っていた金額 

\30,000 

\8,000 

20,000～\25,000 

\16,365 

・一人ではなく家族で行くから高い。 

・思いつきでは行けない金額。 

・不況だから高く感じる。 



 

7. 遊園地の情報を得る時に、一番多く活用するものは何か。

図 8：遊園地の情報源

 

8. 幼児と遊園地へ行った際に、困ったこと・不便だったことは何か。

図 9：遊園地で困ったこと

 

9. 幼児の子供と遊園地へ行った時に、あると良いサービスは何か。

 

 

施設によるもの

・日陰の休憩所

・屋内にある遊び場

・水遊び場 

・授乳室 

・一時的な託児所
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遊園地の情報を得る時に、一番多く活用するものは何か。

 

遊園地の情報源 

遊園地へ行った際に、困ったこと・不便だったことは何か。

 

遊園地で困ったこと 

幼児の子供と遊園地へ行った時に、あると良いサービスは何か。

表 3：遊園地にあるとよいサービス 

施設によるもの 物によるもの サービスによるもの

・日陰の休憩所 

・屋内にある遊び場 

・一時的な託児所 

・おしぼりの貸出 

・風船をくれる 

・園内一周バス 

・お菓子などの 

おみやげの贈呈 

・場内禁煙 

・誕生日などの記念日に

何かしてもらう

・並ばなくてもよい

システム 

＜その他の意見＞ 

・園内が禁煙ではな

・無料のスペースが少ない。

遊園地の情報を得る時に、一番多く活用するものは何か。 

遊園地へ行った際に、困ったこと・不便だったことは何か。 

幼児の子供と遊園地へ行った時に、あると良いサービスは何か。 

 

サービスによるもの 

・誕生日などの記念日に 

何かしてもらう 

・並ばなくてもよい 

・園内が禁煙ではなかった。 

・無料のスペースが少ない。 



 

10. 保護者が幼児の子供と遊園地へ行く際に、望ましいと思う予算。

（項目別一人あたり）
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保護者が幼児の子供と遊園地へ行く際に、望ましいと思う予算。

（項目別一人あたり） 

図 10：望ましい遊園地の乗り物代 

 

  

図 11：望ましい交通費 

 

 

図 12：望ましい入場料 

 

図 13：望ましい飲食代 

保護者が幼児の子供と遊園地へ行く際に、望ましいと思う予算。 

 

 



 

11. 太宰府に遊園地があることを知っているか。「知っている」と答えた

方で、実際に行ったことが

 

＜行ったこと

� あまり魅力がなく、お金を払ってまで入る気にはなれない。

� ちょっと立ち寄りで遊ぶ場所。

� 狭い気がする。

� 懐かしいレトロ感が良い。

� 活気がない。

� 坂がきつい。

� 幼児なら丁度よいが、年の離れた兄弟では遊べない。

� 古くて、汚れたところがある。

 

12. 太宰府と聞いてイメージするものと、太宰府へ行く頻度。

図 15：太宰府のイメージ
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太宰府に遊園地があることを知っているか。「知っている」と答えた

方で、実際に行ったことがあるか。 

    
図 14：だざいふ遊園地の知名度 

行ったことがある人の感想＞ 

あまり魅力がなく、お金を払ってまで入る気にはなれない。

ちょっと立ち寄りで遊ぶ場所。 

狭い気がする。 

懐かしいレトロ感が良い。 

活気がない。 

坂がきつい。 

幼児なら丁度よいが、年の離れた兄弟では遊べない。

古くて、汚れたところがある。  

太宰府と聞いてイメージするものと、太宰府へ行く頻度。

   

太宰府のイメージ    図 16：太宰府へ行く頻度

太宰府に遊園地があることを知っているか。「知っている」と答えた

 

あまり魅力がなく、お金を払ってまで入る気にはなれない。 

幼児なら丁度よいが、年の離れた兄弟では遊べない。 

太宰府と聞いてイメージするものと、太宰府へ行く頻度。 

 

：太宰府へ行く頻度 



 

２.２ だざいふ遊園地についてのブログ

日記をインターネット上で

コミの役割も果たし、商業施設にとって無視できない存在となっている

で、だざいふ遊園地に遊びに行ったことのある親のブログを調査し、親の目線

から見た遊園地の実態を探った。

以下にブログでのだざいふ遊園地

 

� 懐かしい昭和の遊園地。

� だざいふ遊園地はレトロな雰囲気。

� 違う意味でジェットコースターが恐い。

� 緑に囲まれて静かだった。

� 日曜なのにお客さんが少なかった。

� 遊ぶのは小学校低学年が限度。

� 意外にお金を使ってしまった。

� 一日遊べた。 

� 早く行って早く帰っ

� 大人が付き添わなくてはならないから、結局

� あの規模で 8,000

 

 

２.３ だざいふ遊園地の現状

だざいふ遊園地が、現在、

年のＧＷ期間中の 5月 2

調査に行った。その際に気づいた

以下に示す。 

 

平成 21 年 5 月 2 日（土）ＧＷ期間中

� 花が植えられあたたかな雰囲気

� 遊具で老朽化が進んだものがある

� 喫煙スペースが多い

� 乗り物があまり動いていない

� 掃除が行き届いていない
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だざいふ遊園地についてのブログ 

日記をインターネット上で公開するブログは、今では飲食店や商業施設の口

、商業施設にとって無視できない存在となっている

、だざいふ遊園地に遊びに行ったことのある親のブログを調査し、親の目線

から見た遊園地の実態を探った。 

だざいふ遊園地の記述を示す。 

懐かしい昭和の遊園地。 

だざいふ遊園地はレトロな雰囲気。 

違う意味でジェットコースターが恐い。 

緑に囲まれて静かだった。 

日曜なのにお客さんが少なかった。 

遊ぶのは小学校低学年が限度。 

意外にお金を使ってしまった。 

 

早く行って早く帰ってくることができる。 

大人が付き添わなくてはならないから、結局 1回 900 円で高い

8,000 円使って痛かった 

だざいふ遊園地の現状 

、現在、どのような状況になっているのかを知るべく、

2日と、海の日で連休となっていた 7月 20

際に気づいた、幼児を連れて遊びに来た時に気になる点を

日（土）ＧＷ期間中 

花が植えられあたたかな雰囲気 

遊具で老朽化が進んだものがある 

喫煙スペースが多い 

り動いていない 

掃除が行き届いていない 

図 17：5 月 2 日の遊園地

飲食店や商業施設の口

、商業施設にとって無視できない存在となっている。そこ

、だざいふ遊園地に遊びに行ったことのある親のブログを調査し、親の目線

円で高い。 

どのような状況になっているのかを知るべく、2009

20 日に、実際に

に気になる点を

の遊園地 

 



 

 平成 21 年 7 月 20 日（月）海の日

� 人の気配が少ない 

� 花などで装飾がされていない

� 廃材が見える場所に置いてある

� 観覧車前の板が滑りやすい

� 勾配の急な階段がある
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日（月）海の日 

 

花などで装飾がされていない 

廃材が見える場所に置いてある 

観覧車前の板が滑りやすい 

勾配の急な階段がある 

図 18：海の日の遊園地の遊園地 
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第３章  

 

『平日のママを遊園地に呼ぼう！』企画の立案 

 

３.１ 企画の構成 

 第 2 章でのアンケートやブログ、実地調査の結果をもとに、だざいふ遊園地

の活性化と若いママの子育てをサポートできる可能性を探った。図 19 に企画の

立案過程を示す。 

 

 

 

図 19：企画立案までの流れ 

 

 

上記より、だざいふ遊園地の「小さい（狭い）」「1 歳から遊具に乗れる」「緑

が多い」という特徴を活かし、土日・祝日に行くような特別な場所ではなく、

平日に公園へ行くような感覚で遊ぶことのできる遊園地として、『平日のママを

遊園地に呼ぼう！』企画を立案した。この企画は、ママが来やすくなる工夫と

して二つの企画が含まれている複合企画である。 

 

アンケート調査によ
ると、約9割のママ
が遊園地の料金は高
いと感じている。

幼児を遊ばせる場所
では公園が1位。公
園には、「近い、手
ごろ、楽しい」の3T
が揃っている。

だざいふ遊園地も公
園のように、手頃で
毎日来てもらえる、
身近で親しみのある
存在になれないか。
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１． 乗り物券（乗り放題）と入場料金（親子二人分）を合わせて 1,000

円というクーポン券を発行する。 

 

２． 心地よい園内づくりとして、学生がボランティアによる清掃活動を

行う。 

 

上記の 2つを提案する理由は次の通りである。 

 

� クーポン券の発行 

だざいふ遊園地は、これまで一度もフリーパス券（一日乗り物乗り放題

券）を発行したことがない。また、図 20 に示すように、アンケートの

結果から幼児と遊園地に行った際の望ましい予算は一人当たり約 1,800

円だったが、だざいふ遊園地に、親と子で遊びに行った場合、 平均で

親子二人だと約3,300円かかる。 親のブログにも書いてあったように、

これでは意外にお金を使ってしまったという印象は否めない。そこで、

「望ましい予算よりも安く」「お得感があってインパクトのある数字」

ということを考慮し、乗り物券（乗り放題）と入場料金（親子二人分）

で 1,000 円のクーポン券発行を考案した（図 21）。 

 

 
 

図 20：望ましい予算と現状 

 

 

図 21：クーポンの金額（\1,000）の設定理由 

ママがおトクに感じる料金にして、とにかく遊園地に足を向かせる！ 

¥1,000!! 
① 意外にお金を使ったという印象をなくす。 

② アンケート調査の望ましい予算よりも安くする。 

③ お得感があってインパクトのある数字。 

※但し、大人と 3歳の子供で行った場合 

＜望ましい予算＞ 

 

乗り物料金 

＋ 

入場料金 

＝約 1,800 円（一人） 

＜だざいふ遊園地の場合＞ 

 

入場券  大人500円子供300円 

乗り物券 一枚平均 250 円 

乗る回数 一人平均 5回 

合計   親子二人 3,300 円 
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� ボランティア清掃 

アンケートでだざいふ遊園地行ったことがあると答えた人の中に、古

い・汚いというイメージを持つ人が少なくなかった。そのイメージを払

拭して、何度も遊びたいと思ってもらえるような心地よい環境にし、リ

ピーターの確保に繋げるため、園内の清掃は必要不可欠である。本来で

あれば、職員の手によって行われるべきものであるが、まずは職員の意

識の変化を促すためにも、企画を提案する本学の学生の手によって清掃

を行い、後には地域ボランティアを含めた清掃活動が行える前段階の活

動としたい。 

 

図 22：リピーターの獲得 

 

 

３.２ だざいふ遊園地との交渉の経緯 

 この卒業制作は、だざいふ遊園地の協力がなければ実行することはできない。

そこで、本章の冒頭で提案した企画を企画書（付録に添付）にまとめ、だざい

ふ遊園地に提案することにした。 

最初に、電話で企画の大まかな内容を説明し、企画書を持っていきたい旨を

伝えたが、「郵送してくれ」と言われた。ゼミ内で検討した結果、郵送するより

手持ちで持っていき、担当者に会う機会をねらった方がよいとなったため、企

画書をだざいふ遊園地へ持っていった。この時、担当者は不在で、企画書を預

ける結果となった。その後、数日経って電話をしたが、さらに担当者が不在だ

と言われた。このようなやり取りを数回続けたが、「担当者が不在」「上の者の

判断がないとわからない」など言われ、会ってもらえなかった。 

ようやく 4 回目の電話で会ってもらえることになったため、アンケート結果

の詳しい集計を持ち、また企画書もさらに詳しいものを用意し、説明に出向い

た。 

上記のような経緯を図 23 に示す。 

古い・汚い 

心地よい環境

になりリピー

ターが増加♪ 



 

 

 

 

３.３ 『平日 ママ応援キャンペーン』について

前節のような経緯で企画を実行することになった。だざいふ遊園地がママに

向けて行うキャンペーン名

以下キャンペーンの詳細を記す。

 

� キャンペーン期間 

平成 22 年 1 月 18 日

※土日・祝日と休園日の水曜を抜いて実質

 

� キャンペーンの内容

駅や街中に設置しているチラシ、だざいふ遊園地の公式

ロードしたチラシを持参した方のみ、

人の入場券のセット券が

10101010

・アポを取り企画書を持参する

・３回電話するが、連絡来ず

・４回目の電話で会ってもらう

・アンケート調査結果を見せ

乗り放題券乗り放題券乗り放題券乗り放題券＋入場券入場券入場券入場券

乗り物券乗り物券乗り物券乗り物券10101010枚枚枚枚＋

変更で企画実行へ企画実行へ企画実行へ企画実行へ

⇒⇒⇒⇒人件費等の問題で乗り放題は

・『平日平日平日平日
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図 23：企画実施までの道のり 

ママ応援キャンペーン』について 

経緯で企画を実行することになった。だざいふ遊園地がママに

向けて行うキャンペーン名は『平日 ママ応援キャンペーン』と

以下キャンペーンの詳細を記す。 

 

日(月)～平成 22 年 2 月 12 日(金)の平日のみ

※土日・祝日と休園日の水曜を抜いて実質 15 日間 

キャンペーンの内容 

駅や街中に設置しているチラシ、だざいふ遊園地の公式 HP

ロードしたチラシを持参した方のみ、3,500 円相当の乗り物券

人の入場券のセット券が 1,000円で購入可能になる。 

10101010月月月月

アポを取り企画書を持参する。

連絡来ず。

11111111月月月月

４回目の電話で会ってもらう。

アンケート調査結果を見せ、乗り気になってもらう。

12121212月月月月

入場券入場券入場券入場券（（（（親子親子親子親子2222人人人人））））＝＝＝＝1111,,,,000000000000円円円円を、

＋入場券入場券入場券入場券（（（（大人大人大人大人））））＝＝＝＝1111,,,,000000000000円円円円に

企画実行へ企画実行へ企画実行へ企画実行へ！！！！

人件費等の問題で乗り放題はNGという会社側の判断。

1111月月月月

平日平日平日平日 ママ応援キャンペーンママ応援キャンペーンママ応援キャンペーンママ応援キャンペーン』』』』実施！

 

経緯で企画を実行することになった。だざいふ遊園地がママに

ママ応援キャンペーン』と決まった。 

の平日のみ 

HP からダウン

円相当の乗り物券 10 枚＋大



 

第４章  

 

広報活動 

 

４.１ 広報の主要点 

 第 3 章で決定した『平日

報活動を行うにあたっての主要点について

 

 

 

広報媒体は、「２.１ 幼児を持つ親へのアンケート調査

を得る時に、一番多く活用するものは何か。

れたチラシと、3 位のホームページおよび

用いて行うことにした。

そこで、まずチラシを

て、そこからチラシをダウンロードできるものとする。

ラシの作成にのみ主とした費用がかかるだけで、財政が弱い企業でも広報が可

能といえる。 

表 4にチラシの制作からキャンペーン終了までの流れ

 

媒体媒体媒体媒体

チラシと

ＷＥＢ

（アンケート

調査より）
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章で決定した『平日 ママ応援キャンペーン』の広報活動を行った。広

うにあたっての主要点について図 24 に示す。 

図 24：広報の主要点 

幼児を持つ親へのアンケート調査」の「7.

を得る時に、一番多く活用するものは何か。」において最も情報源として挙げら

位のホームページおよび 4 位のブログという結果から

行うことにした。 

まずチラシを制作し、そのチラシの PDF ファイルを

て、そこからチラシをダウンロードできるものとする。この方法であれば、チ

ラシの作成にのみ主とした費用がかかるだけで、財政が弱い企業でも広報が可

からキャンペーン終了までの流れを示す。

ターゲットターゲットターゲットターゲット

若い世代のママ

訴求ポイント訴求ポイント訴求ポイント訴求ポイント

「お得感」を
印象づけ、と
にかく遊園地
に足を向かせ

る。

媒体媒体媒体媒体

チラシと

ＷＥＢ

（アンケート

調査より）

ママ応援キャンペーン』の広報活動を行った。広

 

7.遊園地の情報

最も情報源として挙げら

位のブログという結果からWebを

ファイルを Web 上にあげ

この方法であれば、チ

ラシの作成にのみ主とした費用がかかるだけで、財政が弱い企業でも広報が可

を示す。 
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表 4：キャンペーンまでの流れ 

日付 内容 

平成 21 年 12 月 18 日 チラシの原稿を印刷会社に入稿 

平成 21 年 12 月 25 日 チラシ刷り上がり 

平成 21 年 12 月 28 日 チラシ 8,000 部をだざいふ遊園地へ納品 

平成 22 年 1 月 6 日 
チラシの配布活動開始 

メディアへ取材依頼書を送付 

平成 22 年 1 月 15 日 園内の清掃活動 

平成 22 年 1 月 18 日 キャンペーンの開始日 

平成 22 年 2 月 12 日 キャンペーン終了日 

 

 

４.２ チラシの制作 

 チラシ制作においては、「お得感」が伝わることと、街中で見かけたときに、

とにかく「手にとりたくなる」デザインという２点を重視した。制作期間の都

合で、キャッチコピーとビジュアルのアイディアを提案し、知人デザイナーの

矢野貴昭氏にデザインしてもらい、Illustrator で形にしてもらった。以下に提

案したアイディアと完成図を示す。 

 

� 提案したアイディア 

1. 「野口さんは一枚。アルバムは数ページ。」というキャッチコピー。 

2. チラシ全体をアルバムにして、そこの写真の中に情報を詰め込む。 

3. 野口英世のイラストを登場させ、吹き出しをつけアピールポイントを

しゃべらせる。 

4. クーポンの価格である「1,000円」のフォントを目立たせる。 

5. 目にとまる蛍光インクを使う。 

6. パーキングをたくさん載せた地図を挿入する。 

7. だざいふ遊園地のHPのアドレスを掲載。HPからチラシをダウンロー

ドできるという情報も入れる。 
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� チラシ完成図 

 
図 25：完成したチラシ 

 

 

� チラシの詳細 

チラシの枚数やサイズ等を表 5に示す。 

 

表 5：チラシの詳細 

枚数 10,000 部 

紙質 マットコート 

サイズ B5 

インク マゼンタ・蛍光イエロー 

印刷費 

37,650 円 
※だざいふ遊園地が負担 
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４.３ チラシの配布 

 主なターゲット層である福岡市に在住の20代～30代の若いママの目にとまる

設置場所を指定した。表 6に配布した箇所示す。 

 

表 6：チラシの配布箇所 

だざいふ遊園地 8,000 部配布 竹本 2,000 部配布 

幼稚園・保育園 50 ヶ所 

(福岡・筑紫野・太宰府) 
6,500 部 

ママが集まる飲食店 

15 ヶ所 (中央区) 
1,500 部 

ソラリアステージ 500 部 チラシ配り(太宰府駅) 100 部 

天神 information center 300 部 知人 100 部 

西鉄二日市・天神駅 500 部 先生 300 部 

 

 

４.４ メディアへの売り込み 

 このキャンペーンをより多くの人に知ってもらうために、福岡地域のメディ

アへ売り込みを行った。キャンペーンのチラシと 1月 15 日の学生ボランティア

清掃活動を告知する取材依頼書を送ったメディアと、その後キャンペーンを取

り上げてもらったメディアは表 7の通りである。 

なお、取材依頼書については付録に添付する。 

 

表 7：キャンペーンを売り込んだメディア 

テレビ局 ラジオ局 新聞社 

・テレビ西日本(TNC) 

・九州放送(TVQ) 

・福岡放送(FBS) 

・毎日放送(RKB) 

・九州朝日放送(KBC) 

・NHK 福岡 

・RKB ラジオ 

・KBC ラジオ 

・FM 福岡 

・LOVE FM 

・西日本新聞社 

 

 テレビ局およびラジオ局からは、まったく反応がなかったが、西日本新聞社

は 1月 15 日の清掃活動の取材に来てくれた。この時、企画の成り立ちからキャ

ンペーンの実施までについて取材を受けた。また、1 月 23 日の西日本新聞の記

事を見た毎日新聞社の記者から、平川先生へ取材依頼があった。 



 

 表 8 に新聞社からの取材と掲載の月日を示す。

 

表

平成 22 年 1 月 15 日

平成 22 年 1 月 23 日

平成 22 年 1 月 28 日

平成 22 年 2 月 5 日 

 

 

４.５ ボランティア清掃につい

 学生のボランティアによる清掃活動を

年 1月 15 日に行った。参加者

ていないために、いたるところで埃がたまり、汚い状態だった。
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に新聞社からの取材と掲載の月日を示す。 

表 8：新聞社の取材と掲載月日 

日 西日本新聞社の取材 

日 西日本新聞に記事が掲載 

日 毎日新聞社の取材 

 毎日新聞に記事が掲載 

ボランティア清掃について 

学生のボランティアによる清掃活動を、キャンペーン開始日 3

日に行った。参加者は平川ゼミ生の有志 10 人である。長らく人が使っ

ていないために、いたるところで埃がたまり、汚い状態だった。

 

図 26：清掃活動の様子 

普段掃除 

しない所を

徹底して 

副園長も 

驚くほど 

キレイに

3 日前の平成 22

長らく人が使っ

ていないために、いたるところで埃がたまり、汚い状態だった。 
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第５章  

 

『平日 ママ応援キャンペーン』の反響 

 

５.１ キャンペーン期間中の入場者数 

 キャンペーン期間中（平成 22 年 1 月 18 日～2 月 12 日）に来場した客の人数

と、チラシの利用数を表 9 に示す。なお、このキャンペーンは平日のみ有効で

あり、水曜日はだざいふ遊園地の定休日である。また、数値の前の記号は、当

日の天気を示す。 

 

表 9：キャンペーン期間中の入場者数とチラシの利用枚数 

日付 天気 

入場 

者数 

(前年) 

天気 

入場 

者数 

(今年) 

前年 

対比 

人数 

チラシの 

利用枚数 

1月18日(月) ☀ 98 ☀ 105 +7 8 

19 日(火) ☁ 70 ☀ 107 +37 5 

21 日(木) ☁ 29 ☂ 2 -27 0 

22 日(金) ☂ 16 ☀ 70 +54 1 

25 日(月) ☂ 4 ☂ 16 +12 0 

26 日(火) ☀ 26 ☀ 90 +64 17 

28 日(木) ☂ 0 ☁ 19 +19 1 

29 日(金) ☁ 11 ☁ 50 +39 17 

2 月 1 日(月) ☀ 99 ☂ 0 -99 0 

2 日(火) ☂ 0 ☁ 44 +44 3 

4 日(木) ☁ 54 ☁ 50 -4 14 

5 日(金) ☀ 77 ☀ 99 +22 15 

8 日(月) ☁ 30 ☀ 138 +108 36 

9 日(火) ☀ 116 ☁ 72 -44 30 

12 日(金) ☂ 9 ☀ 88 +79 29 

合計 639 950 ++++311311311311    176 
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 入場者数においては、前年と比較して今年が 49%UP と 5 割近く伸びている。

またチラシの利用者においては、入園者数全体の 18%を占めている。 

集客率の増加を見るに、この企画は大成功といえる。 

 

 

５.２ キャンペーンの今後の展開 

 キャンペーンが終了し、2月 16 日にだざいふ遊園地と総括を行った。その際、

このキャンペーンを今後も展開していくにあたって、参考になるいくつか事例

があった。 

 

� 利用されたチラシのうち、ほとんどがだざいふ遊園地の公式 Web サイト

からダウンロードされたものであった。 

� 客の来園時の傾向として、3～4人、5～6人のグループが目立った。 

� チラシを利用してきた人の約半数が、新規の客だった。 

� 新聞に記事が掲載された次の日は、客が多かった。 

  

 以上のことを踏まえ、今後の展開として、だざいふ遊園地に以下のことを提

案している。 

 

� 広報に使う媒体を Web に絞る。 

� 新聞またはテレビやラジオなど、メディアへの露出に力を注ぐ。 

� グループで来る客を想定して、チラシ一枚につきクーポン券を複数枚発

行できるようにする。 

� 新規の客には特典をつける。 

� ボランティアによる清掃活動の呼びかけを行う。 

 

 だざいふ遊園地とのキャンペーンの統括の際に、上記のような形のキャン

ペーンで子育てのサポートと、園の入場者数の増加につながる活動は維持して

いくという話でまとまった。 
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第６章  

 

まとめ 

 

 本卒業制作において最も手間がかかった作業は、アンケート調査などのマー

ケティングリサーチである。選択肢のバリエーションを増やしたり、親しみや

すい言葉や見栄えにするなど、答えやすいアンケートを作る工夫をした。しか

し、思ったより回収率が悪かったりと、生活者一人ひとりに耳を傾けることは、

決して簡単なことではないことに気づかされた。また、ようやく手にしたデー

タを基に、生活者が求めているニッチな要望を紐解きながら生み出した企画に

は、確かな根拠が詰まっており、企業側を説得する貴重な資料となった。 

 今回制作したチラシは、だざいふ遊園地が普段出している広告物とは雰囲気

の異なるものであった。今までは、多くの情報を詰め込み、「天神さまのすぐと

なり」といったコピーなど、遊園地の内容には関わりのないものであった。し

かしながら、今回はコピーもビジュアルも今までにない新鮮なものに仕上がっ

たと副園長も気に入ってくれた。それが若いママの心に響くことに繋がった。 

 メディアへの露出においては、最終的に 2 社の新聞社から取材を受け、記事

になった。その反響もあり、新聞記事が掲載された翌日は、大幅な入場者数の

UP に繋がっている。メディアが「3 つめの権力者」と言われている現在ならで

はの結果であろう。さらに忘れてはならないのが、駅や幼稚園で配布したチラ

シを持参するのではなく、Web サイトからチラシをダウンロードして来場した人

が最も多かったということだ。「新聞を見てインターネットでチラシを得る」と

いう、まさにメディアミックスの時代の表れといえる。 

 最後に、この企画は一人の力で行ったものではないことを伝えたい。アンケー

ト調査においては親しい知人に、清掃活動は同じ平川ゼミの有志に協力をお願

いし、成功するに至った。この企画を通し、いざという時に頼ることのできる

人間関係の構築がいかに重要かを知った。 

 今回の卒業制作では、実際に広告活動を提案し実行に至るまでを体験した。4

年間の大学生活で最も有意義な 1 年を過ごすことができたと思う。だざいふ遊

園地との繋がりなども含め、社会人として必要なものは何かを改めて認識する

機会となった。 
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付録 

 

� アンケートご協力願い 

� 幼児向け遊園地についてのアンケート 

� 企画提案書 

� 企画書 

� マスコミ取材依頼書 

 

なお、全て PDF ファイルで DVD に収録している。 
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幼児向け遊園地についてのアンケートへの協力願い文書 
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幼児向け遊園地についてのアンケート 
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